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エネルギー関係 

○加熱温度調節機能を備えた太陽炉（特許第５９８８２３７号） 

 

集光レンズを使用する太陽炉で、レンズと加熱部との間にある両

開きの遮光幕を開閉させることで、太陽光照射量を調節し、加熱温

度を調節できるようにした。 

 

レンズの支持枠が鉛直方向及び水平方向のガイドレール上を揺動

することによって、レンズ仰角を調整できる機構。 

 

遮光幕 

○熱輸送方向を切替可能なヒートパイプ、及び逆止弁により熱輸送方向の自動切換が 

可能なヒートパイプ  （特許第５８８７６８２号） 

 

「ループ型ヒートパイプ(特許第 4771964号)」の 

受熱部と放熱部をバルブ操作あるいは逆止弁の動作に 

よって入れ替えることができ、熱の輸送方向を切替 

（上→下 ⇔ 下→上）できるように改良したシステ 

ム。地熱を利用する冷暖房システムにも問題なく使用 

でき、イニシャル・ランニングコストも低減できる。 

 

 

○熱輸送方向が自動反転するヒートパイプ（特許第６０４１１８７号） 

 

「熱輸送方向を切替可能なヒートパイプ、及び逆止弁により熱 

輸送方向の自動切換が可能なヒートパイプ(特許第 5887682号)」 

を改良させたもの。 

熱輸送方向を自動的に切り替えることができ、かつ、ループ構造を 

簡略化して、バルブ等の部品数を減らしており、ヒートパイプの設 

計を容易にし、製造コストを低減させている。 

 

 

 

逆止弁 

 

受熱部 

放熱部 

トップヒート 

（熱輸送方向：上→下） 

放熱部 

受熱部 

ボトムヒート 

（熱輸送方向：下→上） 

切替可能 
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○レーザー除染装置（特許第５６１０３５６号） 

 

レーザー距離計測光（赤線）で測定された３次元地図に 

従い、レーザー加工光（青線）を用いて、調整、位置合わ 

せを行わずに対象物の表面を高速に削り取ることが可能な 

装置。 

遠隔操作が可能なロボットに積載すれば、レーザー発振 

器から離れた場所での作業が可能であり、除去物回収装置 

を付加すれば除去物の拡散を抑えることもできる。 

 

レーザー 

距離計測光 

レーザー 

加工光 

レーザー除染機

の動作原理 
1 レーザー本体 

2 ＸＹ軸ガルバノスキャナー 

3 測長器システム 

11 光ファイバーレーザーヘッド 

21 ガルバノミラー 

21a ガルバノモーター 

22Z 軸焦点可変レンズ 

22a Ｚ軸レンズ 

22b Ｚ軸焦点制御装置 

23 光学窓 

31 レーザー測長器 

32 制御ケーブル 

L1 加工レーザー光 

L2 測長レーザー光 

T 除染対象物 

○ＲＩセシウムの分離除去方法、及びその装置 

（特許第６２８４０９２号） 

 

放射性同位元素（RadioIsotope：RI）に汚染された廃棄物から低

コストで RI セシウム（放射性セシウム）をほぼ完全に取り除くこ

とのできる、安全性や処理効率が高い方法・装置。 

セメント焼成用の高温炉を用いて汚染廃棄物を高温で熱処理し、

RIセシウムを含むセシウム塩化物を生成し、このセシウム塩化物を

揮発させて廃棄物からセシウム塩化物のガスを分離し、それを炉外

の装置で冷却して固体になったセシウム塩化物を回収する。 

この方法により、処理後に保管すべき RI セシウムを含んだ回収

物の体積が従来の除染方法よりも小さく抑えられ（処理前と比べ約

千分の 1）、また、酸などの化学物質を用いることなく、比較的短時

間で RIセシウムを分離除去できる。 

レーザー技術、除染技術関係 

○長距離レーザー切断装置（特許第６２１０４５６号） 

 

レーザーの光軸上に 2枚の凸レンズを固定し、その間にある可動凹レンズの位置を調整する

ことで、レーザー光の焦点距離を最短数 10cm から無段階に調整でき、離れた場所にあって焦

点距離の調整が難しい鋼材を切断できる。 

高所、橋脚、トンネル等の土木・建築工 

事における厚板加工・大型構造物解体作業 

での利用が期待できる。また、遠隔制御で 

きる機器に搭載すれば、放射線環境や災害 

現場など人が近づけない場所での利用も期 

待できる。 装置の原理・概要 

装置の概要 
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○トリチウムを含む汚染水を処理する処理装置および処理方法

（特許第６６５６９０９号） 

トリチウムを含む汚染水を遠心分離処理して、トリチウムの汚染濃度を不均一化させ、

濃度が他の部分よりも高濃度な部分を分離させる装置。 

遠心分離処理中に分離された高濃度のリチウムを隔離壁または凍結する機構により、拡

散を防止し、抽出できることを特徴とします。 

○放射線感応性ゲルインジケータ、及びその調整方法、及びその使用方法、及びその処理方法

（特許第６２１０４５６号） 

レーザーの光軸上に 2枚の凸レンズを固定し、その間にある可動凹レンズの位置を調整する

ことで、レーザー光の焦点距離を最短数 10cm から無段階に調整でき、離れた場所にあって焦

点距離の調整が難しい鋼材を切断できる。 

高所、橋脚、トンネル等の土木・建築工事における厚板加工・大型構造物解体作業での利用

が期待できる。また、遠隔制御できる機器に搭載すれば、放射線環境や災害現場など人が近づ

けない場所での利用も期待できる。 
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○冬虫夏草の突然変異体及びその変異体の培養法

（特許第５３４３２６４号） 

高エネルギーのイオンビーム照射による冬虫夏草変異体の製造 

方法および変異株を選抜し、有用物質の高生産株を、最適条件下 

で培養することで、コルジセピンの高生産を可能とする方法。 

コルジセピンは抗菌、抗腫瘍作用を示す物質として注目を集めて

いる。 
冬虫夏草 

○植物工場照明装置（特許第５５９８８１４号）

太陽光採光部と人口光採光部で受光した光を外光の直接 

入射が遮断された植物工場の栽培室に運ぶため石英系光 

ファイバを使用した光伝送ラインで繋ぎ、状況に応じ切り

替えを行うことによりエネルギー消費を減少させることが 

できる植物工場用照明装置。 

生物関係 

○ＣＯ２ガス濃縮装置、及びＣＯ２ガス濃縮方法

（特許第６０８３６６５号） 

植物工場や園芸用温室等の植物栽培室にＣＯ２ガスを 

施肥する装置。 

バルブを介して接続された２つの容器の一方に人工ゼ 

オライト等のＣＯ２吸着材を設置して、コンプレッサーに

よる容器中の空気の圧縮・減圧とバルブ操作により、濃縮

したＣＯ２ガスが植物栽培室に供給される。

空気の圧縮・減圧時にコンプレッサーを発電機として 

回転させることでエネルギー回生も行える。 植物工場照明装置の全体配置図 

ＣＯ２吸着剤 

植物 

栽培室 

空気圧縮・減圧容器 

バルブ 

○植物育成のための光制御装置、光制御方法、光制御プログラム

及び光制御のためのデータ収集装置（特許第６２３３６２３号）

植物の育成に必要な光を、育成する植物に適するように制御す 

る装置・プログラム。育成する植物にとり最適となる光の成分 

（波長と強度）を算出する機構モデルを定義し、外部光（自然光） 

の波長・強度を測定して、不足する光の成分をＬＥＤ等で補光す 

る。植物の種類や成長の過程に都度対応が可能で、植物工場など 

での生産性を高めることができる。 
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医療関係 

○放射線モニタリングシステム （特許第６４９３８５９号）

放射線治療において、ターゲットの照射野の線量分布を即時的に

把握することができ、放射線治療計画の効率的な策定や安全性の高

い放射線治療に貢献するシステム。 

蛍光板に放射線を照射して発光させ、この発光分布を動画として

取得するとともに、画像処理プログラムにより線量分布を可視でき

る状態に変換することで、リアルタイムに計測・表示を行うことが

できる。スキャニング・積層照射といった最先端の陽子線照射装置

および炭素線照射装置、さらに X線の分布計測にも対応が可能。 

○二次元光走査ミラー装置の製造方法 （特許第６８８４３２２号）

電磁駆動型ＭＥＭＳ光走査ミラー装置などの可動

ミラーにおいて、高性能鉄白金の薄膜を使用し、可動

部の構造を単純化、小型化した。 

２軸光走査ミラー

低速回転軸
高速回転軸

交流電流

磁化方向

ソレノイド・コイル

Fe-Pt膜を有する
ミラー部
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○光分析装置の拡散反射用アタッチメント（特許第５４８３０１５号）

光源から入射した光を試料に照射し、その拡散反射光を検出器 

で測定するカセグレン光学系を用いた拡散反射分光分析用アタッ 

チメント。従来のＭ字型光学系と比較して、サンプルから見たミ

ラーの立体角を大きくとることができ、なおかつミラーの枚数が

少ないので光学的に明るい。 

材料の制約から積分球を製作出来ない赤外～近赤外領域の拡散 

反射分光分析に好適。 

分析・測定関係 

○高速中性子の線量分布測定方法（特許第５４６４３５１号）

加速器を用いた熱外(熱)中性子照射装置において、照射され 

る熱外(熱)中性子に混入する高速中性子の角度分布と強度を 

放射化膜を所定の角度で照射点から一定の距離になるよう配 

置することにより、迅速かつ低コストに測定できる線量分布 

測定方法。 

ホウ素中性子捕捉療法用治療装置など加速器を用いた機器の

開発に有効である。 

○ビーム量測定機能に優れたイオンビーム分析装置

（特許第５４８９０３２号） 

 大気雰囲気下における資料分析において、試料の含有元素に 

左右されず正確な定量分析を行うことができ、かつ対象試料が 

複数ある場合でも迅速な分析が可能で、構造も簡単なマイクロ 

ビーム分析装置。 

生体組織、細胞などの定量的な二次元元素分布測定などでの 

利用が期待され、医学、歯学、生物学、あるいは文化財科学な 

どの広い分野での使用が考えられる。 
イオンビーム分析装置概略図

測定状態説明図 

光学アタッチメント全体構成図 

1 ビーム出射装置 

2 ビー導入部 

21 管状部材 

22 Ｘ線測定室 

3 ビーム取出窓 

4 試料固定部 

41 基台 

41a スライド機構 

42 ブラケット 

5 Ｘ線検出器 

51 検知部 

6 γ線検出器 

61 検知部 

7 Ｘ線強度測定器 

71 検知部 

C チェンバー 

B イオンビーム 

S 試料 

B 陽子ビーム 

D ビームダクト 

T ターゲット 

M 減速材 

P ビーム照射点 

F 放射化箔 

J 治具 

1 入射側光学系 

11 穴開き主鏡 

11a 開口部 

12 小型副鏡 

12a 凸曲面 

２ 試料固定部 

21 窪付き基板 

22 支持部材 

3 検出側光学系 

31 穴開き反射鏡 

31a 開口部 

S 試料 
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○高速製錬可能な低温製鉄法（特許第５４１３８２１号） 

 

酸化鉄と炭素を微細に粉砕し、粉粒状となった酸化鉄と炭素を所定の割合で混合した後、 

この混合粉体をそのまま或いは固めた形態で炉内に収容してガス排出のみ可能な状態で 

約 800℃～1050℃で加熱保持することにより、一酸化炭素が高濃度の炉内雰囲気下で鉄を精製 

することを特徴とする高速製錬可能な低温製鉄法。 

この方法により、製錬に要する時間を大幅に短縮でき、還元剤の使用量や二酸化炭素の排出 

を削減することができる。 

 

 

製造関係 

○海綿鉄を利用した水素製造方法（特許第５３１１３３４号） 

 

ボールミルのポット内に海綿鉄と水を装入し、酸化性ガスを除去した状態で微粉砕しつつ、

機械的エネルギーを投与して活性化させた鉄粉と水を反応させ水素を発生させる製造方法。 

反応終了後に残留する酸化鉄粉に炭素粉体を混合し加熱することにより、還元して海綿鉄を再

生することができる。 

○金属メッキ材料の製造方法（特許第５７５６６５７号） 

  

材料として高分子電解質材料を用い、所定のパターンを有するマスクを介して材料表面に 

イオン注入を行った後、無電解メッキを施すことを特徴とする金属メッキ材料の製造方法。 

高分子電解質材料として薄膜を用いた場合には、屈曲できるフレキシブルな導電性皮膜を有 

する金属メッキ材料を容易に製造できることから、工業的に量産が期待できる。 

この材料はフレキシブルな電極材料、プリント基板などをはじめ、ダイヤフラムポンプ、人

工筋肉などの用途も期待できる。 

 

 
○ポリイミド系高分子アクチュエータ、及びその製造方法（特許第５５９８８１７号） 

 

ジアミンとテトラカルボン酸二無水物との重縮合により得ら 

れる繰り返し構造単位を含有するポリイミド系高分子から成る 

イオン交換膜の両面に電極を接合したアクチュエータ、及びそ 

の効率的な製造方法。 

機械的強度および耐薬品性、耐放射線性において高機能で、 

電圧印加時の後戻り現象も抑制できることから、発電プラント 

内の細部検査機器や医療用デバイス(カテーテルや内視鏡等)、 

センサ機器(荷重センサや変位角度センサ等)などの精密機器に使用する小型アクチュエータ

としての利用が考えられる。 

動作を表す状態図

図 

1 イオン交換膜 

2 電極 
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○ＳＦ６ガス回収装置、及びＳＦ６ガス回収方法（特許第５５１７１２８号） 

 

発電所、変電所等で使用されるＳＦ６(絶縁ガス)を移送 

する際、複数台の低温吸着ポンプを用いてＳＦ６ガスを含 

む凝縮性ガスを吸着し回収する。その後電熱などで低温吸 

着ポンプ容器を昇圧し、移送終点容器へ圧縮機と真空ポン 

プを用いて移送、再利用することができるガス完全回収方 

法と装置。 

放出温度の差を利用して不純物ガスを取り除きＳＦ６ガ 

スを乾燥し、純度を上げることもできる。 
装置構成図 

○高分子アクチュエータ及びその製造方法（特許第５６０４６７６号） 

 

少なくとも一軸方向に延伸したイオン伝導性高分子膜の両 

面を導電性材料で被覆した高分子アクチュエータ。 

延伸の割合や延伸軸の数を組み合わせることにより、アク 

チュエータの変形量やねじれのような複雑な動きや複合的な 

動きを調整することが可能。 

大気中・水中等広範な環境下で小型・軽量な駆動全般に有 

用であり、電子・メカトロニクス・機械部品製造や、ロボッ 

ト・玩具製造、医療・福祉器具関連、触覚等のセンサ開発などの分野で利用が考えられる。 

概略構成図 

（電圧印加後） 

1 被回収容器 

2 貯蔵容器 

3 移送用圧縮機 

4 油回転ポンプ 

5 低温吸着ポンプ 

6 冷却手段 

7 ヒーター装置 

8 バルブ 

2 高分子アクチュエータ 

21,22 導線 

23 支持部材 

S イオン伝導性高分子 

膜材料 

S1 イオン伝導性高分子膜 

Sa,Sb 電極 

 

○高分子アクチュエーターの制御方法、高分子アクチュエーター 

及びこの高分子アクチュエーターを利用した微少流体送出装置（特許第６５８６６８６号） 

 

電圧を加えることで変形するイオン伝導性高分子膜を用いたアク

チュエータ素子をリング状の導線で挟みこみ、高分子膜と導線の通

電接触長を変えることでアクチュエータ素子の変形を制御する方法

と、これを利用したマイクロポンプシステム。 

このマイクロポンプシステムは、小型かつ低電圧(１～２Ｖ)で駆

動可能で、静粛性にも優れており、例えば人工筋肉やロボットへの

適用が可能であるほか、化学的分析用、ＤＮＡ解析用、試薬ディスペ

ンサー用、血液検査用チップなどに用いられる微小流体ポンプとし

ても活用できる。 

 

 

延伸の割合や延伸軸の数を組み合わせることにより、アク 

チュエータの変形量やねじれのような複雑な動きや複合的な 

動きを調整することが可能。 

大気中・水中等広範な環境下で小型・軽量な駆動全般に有 

用であり、電子・メカトロニクス・機械部品製造や、ロボッ 

ト・玩具製造、医療・福祉器具関連、触覚等のセンサ開発などの分野で利用が考えられる。 

試作した 

マイクロポンプシステム 
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※特許の詳細については、「特許情報プラットホーム」にて特許番号で検索いただくか、企画支援

広報部（TEL0770-24-7273）までお問い合わせください。

○物体の存在領域の検知方法および物体検知システム並びに

無線送受信集合装置（特許第５５３１２０５号）

電磁波の送受信が可能であり自らの識別情報を送信するこ 

とが可能なＲＦタグを、電磁波を透過させない遮蔽部材の表 

面または周囲に配置することにより送受信の指向性を限定する。 

ＲＦタグとの間で送受信が可能な無線検知装置により受信され 

たＲＦタグの識別情報に基づいて、どの方向に対象物があるか 

検知する方法。 物体検知システムの構成図 

○バルク超伝導体臨界電流密度制御方法、及びアンジュレータ用バルク超伝導体の

製造方法（特許第５７５１５３８号）

バルク超伝導体に高エネルギー粒子を照射することにより、超伝導体内部に分散型の欠損

を導入し、電流密度を向上させる。これにより、超伝導体内部に励起される臨界電流を用い

た磁場発生装置において精密な磁場制御が可能となる。また、局所的に電流密度を変化させ

ることで、機械加工では材料強度の問題で実現不可能な磁場制御が可能となる。 

1 物体検知システム 

3 無線送受信集合装置 

7 無線検知装置 

11 支持部材 

12 ＲＦタグ（無線送受信手段） 

EK 検知可能領域 

ES 識別可能領域 

EE 物体存在領域 

○保持力に優れた鉄－白金系磁性合金の製造方法（特許第５９４２３６０号）

鉄-白金系合金に窒素イオンビームを直接照射して、窒素原子の添加量が 11at.％以上とな

るように合金中に窒素原子を注入した後、合金の熱処理を行ってから注入された窒素を外部

に放出することを特徴とする保磁力に優れた鉄-白金系磁性合金の製造方法。 

熱安定性や加工性、耐食性に優れた鉄-白金系合金の保磁力を増大させることができ、また

増大させる保磁力の大きさや増大させる部位を容易に制御できる。 


